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【法人概要】 

１．法人基本情報（令和８年３月３１日時点） 

本部所在地 岡山県真庭市蒜山上福田１２０１番地８ 

理事長 柴田 智宏 

電話 ０８６７－６６－４０６９ ＦＡＸ ０８６７－６６－４０６２ 

代表メール 

アドレス 
info@keikoukai.net ホームページ https://www.keikoukai.net 

 

２．主な事業（令和８年３月３１日時点） ＊（従）従たる事業所 

事業所名 事業種別 定員 
利用者数 

（契約） 

稼働率 

（定員比） 
管理者名 

法人事務局      

蒜山慶光園 施設入所支援 ３０ ３０ ９５．３% 

丸山 朝美 生活介護 ４０ ３７ ８６．１% 

短期入所 １   

グループハウスかわかみ 共同生活援助（４ホーム） ３０ ２８ ８８．８% 花原 翔 

デイセンターひるぜん 生活介護 ２０ １９ ８９．５% 中原 善信 

ワークスひるぜん 就労継続支援Ｂ型 ２０ ２４ １００．４% 光村 直人 

グループハウスひるぜん 共同生活援助（６ホーム） ２２ ２１ ８８．９% 光本 康祐 

ワークスくらよし 就労継続支援Ｂ型 ４０ ４９ 

７５．５% 北野 正樹 ・ワークスくらよし ３０ ３７ 

・（従）ワークスふくよし １０ １３ 

デイセンターまにわ 生活介護 ２０ １５ ６８．２% 

森岡 大輔 就労継続支援Ａ型 １０ ６ ４５．８% 

グループハウスおちあい 共同生活援助 ４ ４ ９０．６% 

ワークプレイスまにわ 就労継続支援Ｂ型 ４０ ４８ 

６７．８% 王前 貴陽 ・ワークプレイスまにわ ２０ ３４ 

・（従）ワークプレイスつやま ２０ １４ 

真庭地域生活支援センター 一般相談支援 

特定相談支援 

障害児相談支援 

  

 

妹尾 裕子 

地域活動支援センター 

くらよし 

地域活動支援事業 
  

 
竺原 史郎 

川上児童クラブ 放課後児童健全育成事業 ３０ ３０  浅田 陽一 
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３．評議員及び役員（令和８年３月３１日時点） 

評議員（９人） 池田 貴久 石藤 延史 岡田 利之 小林 守 

坂手 修三 法華 教善 松下 耕三 三船 進太郎 

長谷川 秀子  

監事（２人） 伊藤 貴宏 長尾 伸二 

理事（８人） 柴田 智宏 中津 世待 野﨑 英俊 守屋 史一 

竺原 史郎 松川 弘美 横濵 秀之 大下 淳子 

 

４．評議員会 

開催日 議題 評議員（出席者数／総数） 

令和７年 

６月２１日 

（定時評議員会） 

（１）令和６年度決算、監事監査報告 

（２）新役員の選任、役員報酬 
８／８ 

 

５．理事会 

開催日 議題 
理事 

（出席者数／総数） 

監事 

（出席者数／総数） 

令和７年 

５月３１日 
（１）令和６年度事業報告、決算報告、 

監事監査報告 

（２）令和７年度夏季賞与 

（３）新役員の選任 

（４）新評議員の選任 

（５）新評議員選任・解任委員の選任 

（６）評議員選任・解任委員会の召集決定 

（７）定時評議員会の召集決定 

６／６ 

（Ｗｅｂ参加１名） 
２／２ 

６月２１日 （１）理事長の選任 

（２）人事委員会、本部監査委員会の 

構成員選任 

８／８ ２／２ 

９月２９日 
（１）育児・介護休業規程の一部改正 

（２）就業規則の一部改正 

（３）給与規程の一部改正 

（４）運営規程の一部改正 

（５）虐待防止マニュアルの一部改正 

８／８ ２／２ 



3 

 

１０月２４日 （１）賃金改定規程別表の改正 

（２）給与規程の一部改正 

（３）パート職員等取扱規程の一部改正 

（４）旅費規程の一部改正 

（５）令和７年度冬季賞与 

（６）新評議員の選任 

（７）評議員選任・解任委員会の召集決定  

８／８ ２／２ 

令和８年 

２月２０日 
（１）ワークスうつぶき開設 

（２）ワークプレイスつやま開設 

（３）グループハウスくらよし開設 

（４）法人組織 

（５）管理者の任免とその他の重要な人事 

（６）令和７年度年度末手当 

８／８ ２／２ 

３月１８日 （１）第一次補正予算 

（２）令和８年度事業計画 

（３）令和８年度予算 

（４）経理規程の一部改正 

（５）新設事業における運営規程 

（６）運営規程の一部改正 

（７）苦情解決第三者委員の選任 

（８）定款の一部改正 

（９）評議員会の召集決定 

８／８ ２／２ 

 

６．監事監査 

・令和７年５月２３日 

 

７．苦情解決第三者委員会 

 ・令和８年１月２７日 
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【リスクマネジメントの取り組み】 

１．法人全体の取り組み 

 （１）虐待防止と人権擁護 

  ・全職員を対象にセルフチェックを行い、自分自身の実践の振り返りと他職員の実践の点検を行っ

た。各事業所の結果については管理職の会議で報告を行い、法人全体でも共有を行った。令和７

年度は新たにＷｅｂ入力でのセルフチェックを実施した。運用について総括し今後の活用につい

ては検討を行う。 

・虐待防止、身体拘束適正化研修を開催した。研修ではグループワークも行い、職員同士で意見を

出し合い論議することで虐待防止や人権擁護に対する意識の向上につながった。 

 （２）災害対策 

・災害ＢＣＰ（事業継続計画）研修会を開催し、災害ＢＣＰの周知と指揮系統や災害発生時の確認

事項について机上訓練を実施し、災害発生時に迅速に対応できるよう理解を深めた。 

 （３）感染症対策 

・感染症対応ＢＣＰ（事業継続計画）研修会を開催し、感染症対応ＢＣＰの考え方や感染者発生時

の流れ、組織及び体制、具体的役割分担等について周知を行い、感染症発生時の流れについて理

解を深めた。 

２．各事業所共通の取り組み 

（１）防火避難訓練の実施 

 ・各事業所で年１回以上、消防にも協力してもらい通報も含めた防火避難訓練を実施した。 

 （２）救急蘇生法講習 

・緊急時の迅速な対応につながるよう各事業所で消防署や日本赤十字社へ講師を依頼し、救急蘇生

法講習会を開催した。 

 （３）事故、ヒヤリ・ハット 

・各事業所で内容の共有と改善策の検討を行い、決められた改善策の実施を徹底した。毎月開催し

ている管理職の会議で他事業所の事故報告も共有し自事業所での事故防止につなげた。 

 

【職員教育】 

１．法人全体の取り組み  

  ・令和７年度から正職員を対象に、「福祉職員教育システム」を新たにスタートさせた。経験年数か

ら５段階にレベル分けし、レベルに見合った内容のカリキュラムを受講することで、法人全体の

スキルアップに取り組んだ。 

・入職時の新入職員研修と３ヶ月毎に振り返りを行う新任職員研修を開催した。 

・正職員を対象に他法人への見学も実施し、他法人の新たな実践を知ると共に慶光会の実践の良い

部分を再認識する機会となった（障害福祉運営法人、４法人を見学）。 

２．各事業所共通の取り組み 

  ・法人外研修の積極的な参加と、参加後は事業所内で伝達研修を行った。 

 ３．その他  

・管理職を対象にハラスメント研修を開催した。ハラスメント事例の報告は無かった。 

 



5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各事業所  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6 

 

蒜山慶光園 

施設入所支援・生活介護・短期入所 

 

 

第１．利用者概要（令和８年３月３１日時点） 

１．区分・男女別  平均障害支援区分：５．３（小数点第２位切り捨て） 

（人） 区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ その他 計 

男 性 １１ ５ １ ０ ０ ０ ０ １７ 

女 性 ７ １ ４ １ ０ ０ ０ １３ 

計 １８ ６ ５ １ ０ ０ ０ ３０ 

 

２．年齢・男女別 平均年齢：５１．４歳（最年少：２９歳、最高齢：９１歳）（小数点第２位切り捨て） 

（人） 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～69 歳 70～79 歳 80 歳～ 合計 

男 性 １ ６ ４ ３ ２ ０ １ １７ 

女 性 ０ ２ ４ １ ３ ２ １ １３ 

計 １ ８ ８ ４ ５ ２ ２ ３０ 

 

 ３．入退所の状況 

（人） 新規利用 退所 退所理由 

施設入所 ２ １ 法人内共同生活援助へ移行 

生活介護 １ ０  

付属事業（短期入所） ３   

 

第２．作業内容 

・生活介護（れんげ班・ほっこり）：小動物のトイレ砂の袋詰め 

 

第３．職員配置（令和８年３月３１日時点） 

（人） 
施設長 

管理者 

サービス 

管理責任者 
看護師 生活支援員 栄養士 計 

常勤換算 １．０ 
１．０ 

（管理者兼務） 
１．０ ２１．１ ０．１ 

２３．２ 

（管理者兼務を除く） 
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第４．運営方針・重点課題への取り組み 

１．日頃から利用者の変化に目を向け、変化に応じた対応を行う 

・利用者に変化があった際にはすぐに相談できるよう窓口となる職員を配置し、タイムリーな対応

を行った。対応については職員の視点を中心に事業所内で検討するだけでなく、必要に応じて積

極的に医療機関等の他機関と連携を図りながら検討を行った。また、変化に応じて統一した対応

ができるよう支援指示書の活用や、安全に過ごせる環境整備や体制調整を行った。 

 ２．利用者一人ひとりの人生の充実に向けた実践に取り組む 

・ケース会議を通して利用者の希望を聞き、買い物や外食、温泉、映画鑑賞など、利用者の個別性

に合わせて小グループでの外出や職員と１対１での個別外出を行った。職員が代行で買い物をし

ていた利用者も、少人数で蒜山内のお店へ積極的に買い物に出かけ、その際にお店の方が利用者

へ話しかけてくださり会話を楽しみながら買い物をすることもできた。重度の障害がある方も多

数おられるため、意思の汲み取りが難しい場面が多かった。 

 ３．職員がやりがいや充実感を実感できる環境作りをする 

・事業所全体で積極的に利用者実践の検討・実践を行うことで職員も達成感を感じることが増え、

より実践に前向きに取り組めるようになった。変化が見えにくかったケースも前進し、利用者の

笑顔が増え、落ち着いて過ごせるようになったことが職員のやりがいにもつながった。利用者の

小さな変化への気付きも大切にし、変化や経過を引継ぐ一覧表を設置し職員全体で共有を行った。 

 

第５．苦情、事故、ヒヤリ・ハット報告 

（件） 苦情 事故報告 ヒヤリ・ハット報告 

件数 ０ １８ ２６ 

【事故の特徴と改善策】 

・転倒の事故が多く、原因としては、加齢による筋力低下、不眠によるふらつき、精神的な不安定さ

からの突進歩行などがあった。不眠や精神的不安定さについては精神科を受診し、医療的な対応を

行いながら本人の様子観察を徹底した。その他、職員間でも環境整備を意識し、声を掛け合いなが

ら転倒のリスク軽減に努めた。 

 

第６．職員研修 

 研修テーマ 人数 研修テーマ 人数 

外部 中国・四国地区知的障害関係 

職員研修協議会 
１ 

岡山県知的障害者福祉協会 

意思決定支援研修 
１ 

強度行動障害支援者養成研修

（基礎研修・実践研修） 
４ 

岡山県知的障害者福祉協会 

人権侵害虐待防止研修 
２ 

感染症対策研修会 ２ 相談支援従事者初任者研修 ３ 

サービス管理責任者（基礎研修） ３ サービス管理責任者（実践研修） ２ 

きょうされん全国大会（奈良県） ２ 福祉爪ケア専門士３級認定講座 １ 

防火管理責任者研修 １ 安全運転管理者研修 １ 

事業所内 救急蘇生法講習会 ２２  
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グループハウスかわかみ 

共同生活援助 

 

 

第１．利用者概要（令和８年３月３１日時点） 

１．区分・男女別 平均障害支援区分：３．７（小数点第２位切り捨て） 

（人） 区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ その他 計 

男 性 ０ ３ ７ ４ ２ ０ ０ １６ 

女 性 ０ ２ ７ １ ２ ０ ０ １２ 

計 ０ ５ １４ ５ ４ ０ ０ ２８ 

 

 

２．年齢・男女別 平均年齢：５９．８歳（最年少：２１歳、最高齢：８３歳）（小数点第２位切り捨て） 

（人） 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80 歳～ 合計 

男 性 １ １ ３ ２ ５ ３ １ １６ 

女 性 １ ０ ０ ３ ５ ３ ０ １２ 

計 ２ １ ３ ５ １０ ６ １ ２８ 

 

 

 ３．入退所の状況 

（人） 新規利用 退所 退所理由 

共同生活援助 ２ ３ 

死亡（老衰）（１） 

精神症状悪化のため在宅へ（１） 

特別養護老人ホームへ移行（１） 

 

 

 

第２．職員配置（令和８年３月３１日時点） 

（人） 
施設長 

管理者 

サービス 

管理責任者 
看護師 生活支援員 世話人 計 

常勤換算 １．０ １．０ ０．１ ５．９ ７．３ １５．３ 
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第３．運営方針・重点課題への取り組み 

１．利用者の生活リズムが職員体制中心になっていないか、再検討する 

  ・利用者主体の１日のスケジュールになるよう利用者からの意見や希望を聞き取り、毎月の会議に

て報告・共有・検討を行った。具体的には、「休日の朝はゆっくり寝たい」との意見があり、休日

の朝食時間を３０分遅く変更した。また、「休日はお風呂に早く入りたい」との意見もあり、午前

中から入浴できるように変更し、より利用者の希望に沿った生活につなげた。 

 ２．一人ひとりのライフステージに合わせた支援の充実を行う 

 ・「喜寿（３名）、古希（１名）の祝い」をそれぞれの誕生月に開催し、利用者・職員でお祝いした。

しっかりと一人ひとりの人生の節目に目を向け、高齢となっても健康であることや、節目の年齢

を無事に迎えられたということを一緒に喜び、一人ひとりの人生に寄り添う支援を行った。また、

日帰り旅行も実施し、職員が選定した旅行先の中から利用者自身が選択し、利用者同士で話し合

って立てた具体的プランでの旅行をすることで、自分の希望や想いを実現できたという経験にも

つながった。 

 ３．職員がお互いの得手不得手を補い合い、認め合えるチーム作りを行う 

 ・各行事は担当職員が一人で準備するのではなく、職員それぞれの得手を活かせるような役割を担

ってもらいチームで取り組むことができた。行事ごとに振り返りを行い、利用者の様子や上手く

いったこと、それぞれの役割を責任を持って全うできたことなどをフィードバックすることで、

チームで取り組むことへの意識付けにもつながった。 

 

第４．苦情、事故、ヒヤリ・ハット報告 

（件） 苦情 事故報告 ヒヤリ・ハット 

件数 ０ １０ １１ 

【事故の特徴と改善策】 

 ・抜薬、車両事故が多かった。抜薬については利用者一人ひとりの服薬時の観察ポイントをアセスメ

ントし直し、服薬方法の修正を行った。車両事故に関しては焦った気持ちのまま運転するのではな

く、早めに準備をする等、時間と気持ちに余裕を持って運転するよう会議にて周知を行った。 

 

第５．職員研修 

 研修テーマ 人数 研修テーマ 人数 

外部 中国・四国知的障害者関係職員

研究協議会 
１ 

岡山県障害者虐待防止・権利 

擁護研修 
１ 

強度行動障害支援者養成研修

（基礎研修・実践研修） 
２ 

強度行動障害支援管理者向け 

研修 
１ 

サービス管理責任者（基礎研修） １ サービス管理責任者（実践研修） １ 

きょうされん全国大会（奈良県） １ 安全衛生推進者養成研修 １ 

障がい者の働く場 

パワーアップフォーラム 
１ 

 

事業所内 救急蘇生法講習会 １２  



10 

 

デイセンターひるぜん 

生活介護・日中一時支援 

 

 

第１．利用者概要（令和８年３月３１日時点） 

１．区分・男女別 平均障害支援区分：４．４（小数点第２位切り捨て） 

（人） 区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ その他 計 

男 性 ２ ５ ４ １ １ ０ ０ １３ 

女 性 ０ ３ ３ ０ ０ ０ ０ ６ 

計 ２ ８ ７ １ １ ０ ０ １９ 

 

２．年齢・男女別 平均年齢：４０．９歳（最年少２４歳、最高齢：６４歳）（小数点第２位切り捨て） 

（人） 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～69 歳 70～79 歳 80 歳～ 合計 

男 性 ２ ４ ４ １ ２ ０ ０ １３ 

女 性 １ ３ ２ ０ ０ ０ ０ ６ 

計 ３ ７ ６ １ ２ ０ ０ １９ 

 

 ３．入退所の状況 

（人） 新規利用 退所 退所理由 

生活介護 １ １ 法人内就労継続支援Ｂ型へ移行 

 

 

第２．作業内容 

 ・ペットフードの袋詰め 

 

 

第３．職員配置（令和８年３月３１日時点） 

（人） 
施設長 

管理者 

サービス 

管理責任者 
看護師 生活支援員 計 

常勤換算 １．０ １・０ ０．１ ３．８ ５．９ 
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第４．運営方針・重点課題への取り組み 

１．前回策定した個別支援計画よりも、より利用者の想いを反映した個別支援計画の策定に取り組む 

  ・普段の利用者との会話や個別の聞き取りを積極的に行うことで想いを汲み取り、その内容を日々

の記録に残すと共に、夕礼で共有を行った。意志疎通が難しい方は写真・絵のボードなどを活用

し、小さな反応を見ながら可能な限り想いの汲み取りを行った。日々の反応を積み重ね、その想

いを反映させた個別支援計画になるよう見直しを行った。 

 ２．利用者に充実感を感じてもらえるような余暇活動に取り組む 

  ・外出の充実に重点的に取り組んだ。利用者から行きたい所の聞き取りと、在宅利用者の保護者か

ら本人の好きな事などの聞き取りを行い、職員で外出先を３コース選定し利用者に選択してもら

った。いくつかのコースに分けることで少人数での外出が可能となり、日々の関わり以上に一人

ひとりとしっかりと関わる時間をもつことができ、ゆっくりと楽しみながら気分転換できた余暇

活動につながった。 

 ３．職員一人ひとりが自分の役割に責任を持ちながら、日々の業務を行う 

・サービス管理責任者を中心に職員全員で現状の課題を見つけ出し、作業場のレイアウトの変更や

現在の利用者特性に合わせて配置の再検討を行った。その他、音楽が好きな利用者も多く作業中

も好きな音楽をかけることで作業に前向きに取り組んでもえらえるよう、環境整備も行った。職

員一人ひとりの気付きや提案の実現に向けて計画を立て担当者を決め、毎月の事業所会議で進捗

確認を行い確実に実行した。そういった取り組みの結果、利用者にも変化が見られ、職員の達成

感にもつながった。 

 

第５．苦情、事故、ヒヤリ・ハット報告 

（件） 苦情 事故報告 ヒヤリ・ハット報告 

件数      １     ８     ７ 

【事故の特徴と改善策】 

・苦情は、職員の確認不足により在宅利用者の迎えが遅くなり、その連絡が遅かったことに対する苦

情があった。保護者へ謝罪し、職員は必ず翌日の送迎体制を確認してから退勤するよう徹底した。 

・事故は車両事故、転倒、利用者間トラブルに関するものが多かった。車両事故は冬季に発生し、積

雪のある場合の送迎時の駐車場所の再確認を行った。転倒・利用者間トラブルについては、見守り

体制の見直しや不調の前兆の共有などを行い、未然防止に努めた。 

 

第６．職員研修 

 研修テーマ 人数 研修テーマ 人数 

外部 意思決定支援研修 ２ 感染症対策研修会 １ 

サビ管理責任者（実践研修） １ 安全衛生推進者養成研修 １ 

事業所内 救急蘇生法講習会 ４  
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ワークスひるぜん 

就労継続支援Ｂ型 

 

 

第１．利用者概要（令和８年３月３１日時点） 

１．区分・男女別 平均障害支援区分：３．２（小数点第２位切り捨て） 

（人） 区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ その他 計 

男 性 ０ １ ２ ４ ３ ０ ３ １３ 

女 性 ０ ０ ６ １ １ ０ ３ １１ 

計 ０ １ ８ ５ ４ ０ ６ ２４ 

 

２．年齢・男女別 平均年齢：５３．１歳（最年少２７歳、最高齢：８３歳）（小数点第２位切り捨て） 

（人） 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～69 歳 70～79 歳 80 歳～ 合計 

男 性 １ １ ４ ３ ２ １ １ １３ 

女 性 ０ ２ ２ ３ ３ １ ０ １１ 

計 １ ３ ６ ６ ５ ２ １ ２４ 

 

 ３．入退所の状況 

（人） 新規利用 退所 退所理由 

就労継続支援Ｂ型   １   ３ 
死亡（１） 

長期利用なしのため退所（２） 

 

第２．作業内容 

・室内班：ペットフードの袋詰め 

・製麺班：麺の製造、販売 

 

第３．職員配置（令和８年３月３１日時点） 

（人） 
施設長 

管理者 

サービス 

管理責任者 
生活支援員 職業指導員 

目標工賃 

達成指導員 
計 

常勤換算 １．０ １．０ ２．０ １．０ １．０ ６．０ 

 

第４．月額平均工賃 

 ・４８,４０４円 
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第５．運営方針・重点課題への取り組み 

 １．利用者の年齢・特性に合った作業提供となっているか改めて見直し、日々の充実した作業参加に

つなげる 

・給料支給日には面談を行い、作業面だけでなく体調面や生活面の聞き取りを行い、利用者の現状

把握に努めた。その情報を基に職員間で検討し、給料をしっかり稼ぎたい方には作業の主要とな

る役割を任せ、ゆっくりでもいいから長く通い続けたい方には座ってできる身体的負荷が少ない

配置にするなど、個々に合わせた支援を行った。法人内就労継続支援Ｂ型事業所の中でも平均年

齢が高い事業所であるため、作業量を求めるのでなく、日々安定した作業を行える環境作りに取

り組んだ。 

２．作業意欲へつながるような取り組みを実施し、働き続けたいという想いを支える 

  ・毎月ケース会議を開催し、主に前回行ったケース会議の振り返りを行った。これまでのケース会

議から、利用者全体が長年作業を頑張って来られた方が多いという特徴があり、自分達の作った

麺を実際に食べる行事を企画することで美味しさを改めて実感してもらい、やりがいや頑張る意

欲につなげることができた。また外出企画や季節ごとにイベントを開催し、職員だけで考えるの

ではなく利用者の意見を積極的に取り入れることで満足度の高い取り組みを行うことができた。 

３．定期的に他事業所と合同ケース会議を開催し、利用者実践の充実につなげる 

  ・合同ケース会議は定期的ではなかったが、優先順位の高いケースから年４回開催した。また、生

活事業所、支援センターと役割を分担しながら支援を行い、情報提供と共有を行うことで連携が

強化され、作業参加や安定した通所につなげることができた。 

 

第６．苦情、事故、ヒヤリ・ハット報告 

 ・苦情、事故、ヒヤリ・ハットの報告無し。 

 

第７．職員研修 

 研修テーマ 人数 研修テーマ 人数 

外部 サービス管理責任者（実践研修） １ 岡山県虐待防止・権利擁護研修 １ 

岡山県知的障害者福祉協会  

就労選択支援研修 
１ 

中国・四国社会就労センター 

協議会 
１ 

事業所内 救急蘇生法講習会 ６  
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グループハウスひるぜん 

共同生活援助 

 

 

第１．利用者概要（令和８年３月３１日時点） 

１．区分・男女別 平均障害支援区分：３．０（小数点第２位切り捨て） 

（人） 区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ その他 計 

男 性 ０ １ ２ ６ ５ ０ ０ １４ 

女 性 ０ ０ ３ ３ １ ０ ０ ７ 

計 ０ １ ５ ９ ６ ０ ０ ２１ 

 

 

 

２．年齢・男女別 平均年齢：４０．０歳（最年少２２歳、最高齢：６３歳）（小数点第２位切り捨て） 

（人） ～19 歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80 歳～ 合計 

男 性 １ ２ ３ ７ １ ０ ０ ０ １４ 

女 性 ０ ２ ０ ３ ２ ０ ０ ０ ７ 

計 １ ４ ３ １０ ３ ０ ０ ０ ２１ 

 

 

 

 ３．入退所の状況 

（人） 新規利用 退所 退所理由 

共同生活援助 ２   ３ 

法人内入所施設へ移行（１） 

法人内共同生活援助へ移行（１） 

長期入院での退所（１） 

 

 

第２．職員配置（令和８年３月３１日時点） 

（人） 
施設長 

管理者 

サービス 

管理責任者 
看護師 生活支援員 世話人 計 

常勤換算 １．０ 
０．８ 

（管理者兼務） 
０．２ ２．９ ４．３ 

８．４ 

（管理者兼務を除く） 
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第３．運営方針・重点課題への取り組み 

１．利用者は日々変化するという視点を持って向き合い、変化に気付きより良い実践につなげる 

・日々の利用者の変化を見逃さないよう帰宅後の時間を充実させるために遅出の勤務時間を見直し、

利用者と話をする時間を充実させた。利用者の想いを聴き取る中で、想い（スマホの利用に関し

て）も変化していき、本人の想いと職員側の想いに違いが生じなかなか進まないケースもあった

が、しっかり話し合いを重ね検討することができた。その他、利用者の現状や将来を見据えた生

活環境の見直しにも取り組み、他事業所への移行やホームの組み換えを行った。 

２．利用者個々の想いや目標を共有し、実現に向けて取り組む 

・開所日・閉所日でメリハリのある生活が送れるよう、可能な限り利用者の希望を反映させた余暇

活動を提供した。活動は外出や買い物の希望が多く、好きな物を買い好きな所に出かけることで

また次の目標が生まれ、作業参加への意欲の向上にもつながった。新規利用の受け入れやホーム

の利用者の組み合わせが変化する中で、我慢していることは無いか、少しでも思い通りの生活と

なっているかを確認し、小さなことでも職員で共有・検討し改善に取り組んだ。 

 ３．職員同士がお互いの良さを生かし、高め合える関係作りを行う 

・会議では職員が意見を出しやすいよう個別でも聞き取りを行い、各視点での考えを出し合うこと

で新たな気付きを得られる機会となった。また、職員数が少ない分、各個人の得手・不得手をお

互いに把握しやすく、分からないことは得意な人に聞いたり、お互いにフォローし合ったりとい

う体制作りをすることもできた。 

 

第４．苦情、事故、ヒヤリ・ハット報告 

（件） 苦情 事故報告 ヒヤリ・ハット 

件数 １ ２ ０ 

【事故の特徴と改善策】 

・苦情は、駐車場から道路に出る際に飛び出してきて危険だったという内容であった。安全運転と仕

事で運転しているという意識について、再確認を行った。 

・事故は、全て車輌に関わる報告であった。改善策として、周囲の確認と安全運転について事業所会

議にて注意喚起を行った。 

  

第５．職員研修 

 研修テーマ 人数 研修テーマ 人数 

外部 岡山県障害者虐待防止・権利擁

護研修 
１ 

強度行動障害支援者養成研修 

（基礎研修・実践研修） 
１ 

障害者虐待防止等研修 １ サービス管理責任者（実践研修） １ 

事業所内 救急蘇生法講習会 ８  
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ワークスくらよし 

就労継続支援Ｂ型 

 

 

第１．利用者概要（令和８年３月３１日時点） 

１．区分・男女別 平均障害支援区分：１．１（小数点第２位切り捨て） 

（人） 区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ その他 計 

男 性 ０ ０ ２ ５ ６ １ １８ ３２ 

女 性 ０ ０ ２ ２ ２ ０ １１ １７ 

計 ０ ０ ４ ７ ８ １ ２９ ４９ 

 

２．年齢・男女別 平均年齢：４２．７歳（最年少：１９歳、最高齢７３歳）（小数点第２位切り捨て） 

（人） ～19 歳 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～69 歳 70～79 歳 合計 

男 性 ０ ６ ８ ７ ４ ６ １ ３２ 

女 性 １ ３ ６ １ ４ ２ ０ １７ 

計 １ ９ １４ ８ ８ ８ １ ４９ 

 

 ３．入退所の状況 

（人） 新規利用 退所 退所理由 

就労継続支援Ｂ型 １１ ６ 

一般就労（１） 

体調不良（４） 

法人内生活介護事業所へ移行（１） 

 

第２．作業内容 

 ・ワークスくらよし：ペットフードの袋詰め、弁当作業、施設外就労 

 ・ワークスふくよし：ペットフードの袋詰め 

 

第３．職員配置（令和８年３月３１日時点） 

（人） 
施設長 

管理者 

サービス 

管理責任者 
生活支援員 職業指導員 

目標工賃 

達成指導員 
計 

常勤換算 １．０ 
１．０ 

(管理者兼務) 
４．４ １．０ １．０ 

７．４ 

（管理者兼務を除く） 

 

第４．月額平均工賃 

・５７，３１９円 
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第５．運営方針・重点課題への取り組み 

１．目標に向けて、利用者一人ひとりができる作業の幅を広げられるよう支援する 

・日々の関わりの中で利用者の現状の把握を行い、モニタリングを通じて本人の目標を設定し、個

別支援計画に反映させた。毎月の給料支給の際に振り返りを行い、本人のペースに合わせながら

目標に向けて新しい作業へのチャレンジを促すなど、本人が少しずつでもステップアップが実感

できるよう支援を行い、作業へのモチベーションアップにもつなげた。 

２．利用者一人ひとりの目標の実現に向けた課題に向き合い、解決に向けてケース会議で検討する 

・ケース会議を通して、目標達成のための課題を整理し解決に向け実践に取り組んだ。実践を行う

中での利用者の反応を記録に残し、会議の中で振り返りながら新たな実践につなげた。日々の昼

礼で午前中の利用者の情報共有を行い、午後からの実践に取り組んだ。 

３．法人内外部の研修に積極的に参加し、一人ひとりの実践力と事業所全体の実践力を高める 

・職員１人１回以上、外部研修に参加するよう促し、参加した職員は事業所内の会議にて他職員へ

伝達することで他職員のスキルアップだけでなく本人の振り返りにもなり、事業所全体でのスキ

ルアップにつながった。 

 

 

第６．苦情、事故、ヒヤリ・ハット報告 

（件） 苦情 事故報告 ヒヤリ・ハット報告 

件数 ０ ４ ６ 

【事故の特徴と改善策】 

 ・事故は、事務処理に関する事が多かった。改善策として確認すべき箇所の再確認とダブルチェック

ができる体制を整備した。 

 

 

第７．職員研修 

 研修テーマ 人数 研修テーマ 人数 

外部 食中毒・感染症発生防止研修 １ 知的障害者支援研修会 １ 

障害者虐待防止等研修会 １ 障害者虐待防止・権利擁護研修 ２ 

事業所内 救急蘇生法講習会 ５  
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デイセンターまにわ 

生活介護・日中一時支援・就労継続支援Ａ型 

 

 

第１．利用者概要（令和８年３月３１日時点） 

１．区分・男女別（生活介護） 平均障害支援区分：４．１（小数点第２位切り捨て） 

（人） 区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ その他 計 

男 性 １ ２ ４ ２ ０ ０ ０ ９ 

女 性 １ ０ ３ ２ ０ ０ ０ ６ 

計 ２ ２ ７ ４ ０ ０ ０ １５ 

 

２．年齢・男女別 

（１）生活介護  

平均年齢：３６．４歳（最年少：２５歳、最高齢：４６歳）（小数点第２位切り捨て） 

（人） 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～69 歳 70～79 歳 80 歳～ 合計 

男 性 １ ４ ４ ０ ０ ０ ０ ９ 

女 性 １ ２ ３ ０ ０ ０ ０ ６ 

計 ２ ６ ７ ０ ０ ０ ０ １５ 

 

（２）就労継続支援Ａ型 

平均年齢：４５．０歳（最年少：２３歳、最高齢６１歳）（小数点第２位切り捨て） 

（人） 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～69 歳 70～79 歳 80 歳～ 合計 

男 性 １ ０ ２ ２ ０ ０ ０ ５ 

女 性 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ 

計 １ ０ ２ ２ １ ０ ０ ６ 

 

 ３．入退所の状況 

（人） 新規利用 退所 退所理由 

生活介護 ０ ０  

就労継続支援Ａ型 ２ １ 体調不良 

 

第２．作業内容 

・生活介護：ペットフードの箱詰め、箱折り 

 ・就労継続支援Ａ型：ペットフード原料製造、弁当作業 
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第３．職員配置（令和８年３月３１日時点） 

常勤換算

（人） 

施設長 

管理者 

サービス管理 

責任者 
看護師 生活支援員 職業指導員 計 

生活介護 １．０ 
１．０ 

（管理者兼務） 
０．１ ６．０   

７．１ 

（管理者兼務を除く） 

就 労 継 続

支援Ａ型 
１．０ 

１．０ 

（管理者兼務） 
 ０．１ １．０ 

２．１ 

（管理者兼務を除く） 

 

第４．運営方針・重点課題への取り組み 

１．自ら提案し、議論し合えるケース会議を目指す 

  ・早急な対応が必要なケースを優先的に論議し、長期的に大きな変化が見られない利用者について

も、見えていない課題は無いかという視点で見直しを行った。ケース会議では、職員一人ひとり

の意見をしっかりと聞くことで徐々に積極的な発言も増え、様々な視点からの論議につながった。 

 ２．利用者一人ひとりとしっかりと向き合い、ニーズや想いを汲み取る 

  ・日々の会話や連絡帳から利用者や家庭状況に変化は無いかという視点で情報収集を行った結果、

家庭内の状況が不調の一因であったというケースもあった。保護者や他機関と利用者本人の将来

を見据えたケース会議を重ねたが結論に至っていないため、今後も検討を重ねていく。 

 ３．様々な利用者実践にチャレンジするため、職員一人ひとりのスキルアップを図る 

  ・法人内の福祉職員教育システムの活用により定期的に研修参加はできたが、正職員以外への伝達

研修が不十分であった。外部研修等へは積極的に参加できなかったため、今後の課題である。各

職員へのフィードバックについては、その都度、各職員に伝えた。 

 

第５．苦情、事故、ヒヤリ・ハット報告 

（件） 苦情 事故報告 ヒヤリ・ハット報告 

件数 ０ ６ ７ 

【事故の特徴と改善策】 

 ・転倒事故が多かった。納品時に階段を踏み外した転倒では、階段は職員が運搬することへ統一した。

また、外出時の転倒もあり、「転倒するかもしれない」という意識をもって付き添いをするよう職員

へ周知した。 

 

第６．職員研修 

 研修テーマ 人数 研修テーマ 人数 

外部 中国・四国地区知的障害 

関係職員研究協議会 
１ 

中国地区支援スタッフ委員会 

合同研修 
１ 

サービス管理責任者（実践研修） １ きょうされん全国大会（奈良県） １ 

支援スタッフフォローアップ 

研修会 
１ 

中国・四国社会就労センター 

協議会 
１ 

事業所内 救急蘇生法講習会 ５  
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グループハウスおちあい 

共同生活援助 

 

 

第１．利用者概要（令和８年３月３１日時点） 

１．区分・男女別 平均障害支援区分： ２．６（小数点第２位切り捨て） 

（人） 区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ その他 計 

男 性 ０ ０ ０ ２ １ ０ １ ４ 

女 性 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

計 ０ ０ ０ ２ １ ０ １ ４ 

 

 

２．年齢・男女別 平均年齢：５０．７歳（最年少：４１歳、最高齢：６７歳）（小数点第２位切り捨て） 

（人） 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～69 歳 70～79 歳 80 歳～ 合計 

男 性 ０ ０ ２ １ １ ０ ０ ４ 

女 性 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

計 ０ ０ ２ １ １ ０ ０ ４ 

 

 

 

 ３．入退所の状況 

（人） 新規利用 退所 退所理由 

共同生活援助 ０ ０  

 

 

 

第２．職員配置（令和８年３月３１日時点） 

（人） 
施設長 

管理者 

サービス 

管理責任者 
生活支援員 世話人 計 

常勤換算 １．０ 
１．０ 

（管理者兼務） 
０．２ ０．８ 

２．０ 

（管理者兼務を除く） 
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第３．運営方針・重点課題への取り組み 

 １．利用者一人ひとりのニーズや想いに、あらためて目を向ける 

  ・自分の想いを伝えにくい利用者の想いやニーズの把握を行い、グループホームで得られた情報は

連絡帳を活用し日中事業所と共有を行った。急ぎの連絡や大切な内容については直接、電話で伝

え、確実な情報伝達に努めた。 

２．利用者同士が協力しながら暮らせるようサポートする 

・一人ひとりの役割を掲示することで、お互いに注意し合える環境作りを行った。一斉清掃の際に

は自分の部屋だけでなくホーム内の共同部分の担当場所を責任を持って掃除することができた。 

 ３．働きやすい職場環境を再検討する 

  ・業務内容の見直しや日誌などの書式の改善を行いながら、世話人業務の改善に取り組んだ。また、

時間外勤務が多くなってしまう状況があったため勤務時間の見直しを行い、働きやすい環境につ

なげた。 

 

第４．リスクマネジメントの取り組み 

 ・苦情、事故、ヒヤリ・ハットの報告無し。 

 

 

第５．職員研修 

 研修テーマ 人数 

事業所内 救急蘇生法講習会 ３ 
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ワークプレイスまにわ 

就労継続支援Ｂ型 

 

 

第１．利用者概要（令和８年３月３１日時点） 

１．区分・男女別 平均障害支援区分：０．３（小数点第２位切り捨て） 

（人） 区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ その他 計 

男 性 ０ ０ １ １ ３ ０ ２０ ２５ 

女 性 ０ ０ ０ １ １ ０ ２１ ２３ 

計 ０ ０ １ ２ ４ ０ ４１ ４８ 

 

２．年齢・男女別 平均年齢：４４．０歳（最年少：２０歳、最高齢：６９歳）（小数点第２位切り捨て） 

（人） 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～69 歳 70～79 歳 80 歳～ 計 

男 性 ６ ３ ４ ６ ６ ０ ０ ２５ 

女 性 ３ ５ ８ ５ ２ ０ ０ ２３ 

計 ９ ８ １２ １１ ８ ０ ０ ４８ 

 

 ３．入退所の状況 

（人） 新規利用 退所 退所理由 

就労継続支援Ｂ型 ４ ７ 
法人内就労継続支援Ａ型へ移行（１） 

自己都合退所（６） 

 

第２．作業内容 

 ・ワークプレイスまにわ：ペットフードの袋詰め、箱詰め 

 ・ワークプレイスつやま：ペット用ボディータオルの製造 

 

第３．職員配置（令和８年３月３１日時点） 

 
施設長 

管理者 

サービス 

管理責任者 
生活支援員 職業指導員 

目標工賃 

達成指導員 
計 

常勤換算 １．０ １．０ ４.７ ２．０ １．０ ９.７ 

 

第４．月額平均工賃 

・４８，９００円 
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第５．運営方針・重点課題への取り組み 

 １．利用者の困っていることに気付き、新たな実践につなげる 

 ・日々、こまめな声掛けを行うことで話しやすい雰囲気作りと信頼関係作りができ、利用者の変化

にも気付きやすくなった。毎日の夕礼で利用者の 1日の様子の共有と翌日以降の対応を検討する

ことで、職員一人ひとりが利用者実践に向き合うことができた。勤務していなかった職員への引

継ぎノートの活用については、今後も検討が必要である。 

２．利用者一人ひとりの目標に向き合い、目標に向けて作業に取り組める実践を行う 

 ・給料支給日を面談の機会として活用することで、利用者全員の想いを聞く時間が増えた。利用者

全員としっかり話をすることで、一人ひとりの目標や今の想いを意識することにつながった。毎

月ケース会議を開催し、安定して作業に取り組めない要因を探り解決のための実践の検討を行っ

た。ケースによっては事業所内での検討だけでなく外部機関にも助言を求め、より多角的な視点

から検討を行った。 

３．職員一人ひとりの困りごとを出し合い、みんなで解決策の検討を行う 

 ・ミーティングを通して、困りごとを職員間で共有できるようになった。困りごととしては、利用

者実践で行き詰まり感を感じていることが多く、研修参加などでスキルアップし実践に活かせる

よう取り組んでいくことが、引き続きの課題である。 

 

第６．苦情、事故、ヒヤリ・ハット報告 

（件） 苦情 事故報告 ヒヤリ・ハット報告 

件数 ０ ３ １ 

【事故の特徴と改善策】 

・作業に関する事（出荷ミス）、車輌事故、ムカデに噛まれる事故があった。改善策としては、事故内

容を周知し注意喚起を行った。作業に関しては就労調整部とも連携し、確認手順の修正を行った。

ムカデに噛まれた事故に関しては、防虫剤を設置するなどの環境整備を行い、再発防止に努めた。 

 

第７．職員研修 

 研修テーマ 人数 研修テーマ 人数 

外部 強度行動障害支援者養成研修 

（基礎研修・実践研修） 
１ 

障がい者の働く場 

パワーアップフォーラム 
３ 

岡山県障害者虐待防止・権利 

擁護研修 
１ サービス管理責任者（実践研修） １ 

きょうされん全国大会（奈良県） １ 安全衛生推進者養成講習 １ 

事業所内 救急蘇生法講習会 ３  
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真庭地域生活支援センター 

一般相談支援・特定相談支援・障害児相談支援 

 

 

第１．事業概要（令和８年３月３１日時点） 

 １．相談支援利用人数 

 ・相談支援を利用された障害者等の人数 

（人） 
身体 

障害 

重症心身 

障害 

知的 

障害 

精神 

障害 

発達 

障害 

高次脳 

機能障害 
その他 計 

障害者 

（新規） 

３３ 

（１） 

１３ 

（０） 

１７７ 

（３） 

５６ 

(２) 

３８ 

（０） 

８ 

（１） 

７ 

（０） 

３３２ 

（７) 

障害児 

（新規） 

５ 

（０） 

３ 

（０） 

４６ 

（３） 

０ 

（０） 

４３ 

（０） 

０ 

（０） 

２ 

（０） 

９９ 

(３) 

計 
３８ 

(１) 

１６ 

(０) 

２２３ 

(６) 

５６ 

(２) 

８１ 

(０) 

８ 

(１) 

９ 

(０) 

４３１ 

(１０) 

  

 ２．特定相談支援 

 ・サービス等利用計画作成件数（新規・更新作成） 

（件） 真庭市 新庄村 
岡山県内 

（真庭市外） 
岡山県外 計 

障害者 １０９ ７ １４ １０ １４０ 

障害児 ５１ ０ ０ ０ ５１ 

計 １６０ ７ １４ １０ １９１ 

  

・継続サービス等利用支援作成件数（モニタリング） 

（件） 真庭市 新庄村 
岡山県内 

（真庭市外） 
岡山県外 計 

障害者 ３５５ ５ ４４ ２５ ４２９ 

障害児 ９６ ０ ０ ０ ９６ 

計 ４５１ ５ ４４ ２５ ５２５ 

 

 

第２．相談方法別の件数 

訪問 来所 同行 
電話      

メール 

個別支援   

会議 
連絡調整 その他 計 

７５４ ２５５ ７２ １，５４６ １３５ ２，３４５ １４ ５，１２１ 
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第３．支援内容件数（総件数 １２，８９４件） 

福祉サービス利用 不安の解消・精神安定 家族関係・人間関係 健康・医療 

３，６７４ １，２０９ １，３０８ ２，１９４ 

生活技術 保育・教育 家計・経済 就労 

１，７３１ ６１４ １９４ １５１ 

障害者症状の理解 成年後見利用支援事業 社会参加余暇活動 権利擁護 その他 

２５５ ７１ ４１４ ８７ ９９２ 

 

第４．運営方針・重点課題への取り組み 

 １．利用者の自己決定・自己実現に向けて、本人に寄り添った相談支援を行う 

  ・利用者や家族との信頼関係を構築し、利用者主体の支援を行った。また、市内だけでなく近隣市

町村の協議会にも参加し、制度や知識の向上に努めた。その他、医療機関だけでなく他の専門機

関とのつながりを深めることで、利用者の自己決定につながる連携強化につながった。 

２．利用者の想いの実現に向け、各機関・支援者と連携を図る 

 ・真庭市外への会議にも積極的に参加した。緊急時には関係機関とも迅速な連携を行い、ケース会

議の開催等、利用者に不利の無いように努めた。 

３．支援者チームの一員として専門性を発揮する 

  ・年々、事業所からの利用者実践や関連機関との連携に関する相談が増えている。相談に対しては、

実際に医療現場や介護現場等を経験した専門職がいるため、支援者チームの一員として専門性を

活かしながら一緒に検討を行った。 

 

第５．苦情、事故、ヒヤリ・ハット報告 

・苦情、事故、ヒヤリ・ハットの報告無し。 

 

第６．職員研修 

 研修テーマ 人数 研修テーマ 人数 

外部 サービス管理責任者 

（更新研修） 
１ 

相談支援専門員初任者研修 
１ 

強度行動障害支援者養成講座 

（基礎研修・実践研修） 
１ 

岡山県障害者虐待防止 

権利擁護研修 
１ 

事業所内 困難ケース検討会 ５  
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地域活動支援センターくらよし 

 

 

第１．事業概要（令和８年３月３１日時点） 

 １．月別利用人数（年間利用総数 １，１８４人） 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

人数 ０ ６４  ３０ ６３ ５０ ８６ 

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

人数 １４３ １５７ １９７ １３３ １１４ １４７ 

 

 ２．年間イベント開催（年間開催件数 ３２件） 

４月 なし 

５月 ネイルサロン、フラワーアレンジメント、あんしん相談、地域食堂、農業体験 

６月 レジン作り、あんしん相談、地域食堂 

７月 アルコールインクアート、あんしん相談、地域食堂 

８月 ネイルサロン、地域食堂 

９月 ボッチャ大会、ｅスポーツ大会、地域食堂 

１０月 地域食堂、ばえん祭（地域まつり）参加 

１１月 フライングディスク大会、地域食堂 

１２月 卓球大会、地域食堂（クリスマス会・ＯＮＧＡＫＵクラブミニライブ） 

１月 初詣・書初め会、もちを食べる会、卓球練習会、地域食堂 

２月 ＯＮＧＡＫＵクラブ（のど自慢）、卓球練習会、地域食堂 

３月 ホースセラピー、地域食堂・ＯＮＧＡＫＵクラブミニライブ 

 

第２．運営方針・重点課題への取り組み 

 １．誰もが集まりやすい居場所作りを行う 

  ・気軽に話しが出来るような雰囲気作りを行い、話しやすい環境を整えた。また、会話を重ねるこ

とで少しずつ関係作りを行い、利用者自らが相談できるようになった。定期的にイベントを開催

し、イベントへの参加が地域活動支援エンターくらよしへ集まるきっかけとなった。ＳＮＳを活

用し一歩踏み出すきっかけ作りとなった。 

２．得意なこと・好きなことを見つけられる、自分さがしの機会を提供する 

  ・ｅスポーツやＯＮＧＡＫＵクラブ、卓球の場を提供し、得意・好き・自分探しを行った。毎月地

域食堂を開催し、地域・社会とのつながるきっかけ作りの場の提供を行った。 

 

第３．苦情、事故、ヒヤリ・ハット報告 

・苦情、事故、ヒヤリ・ハットの報告無し。 
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第４．職員研修 

 研修テーマ 人数 

研修 食品衛生責任者講習 １ 
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 公益事業  
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川上児童クラブ 

放課後児童健全育成事業・日中一時支援 

 

第１．登録児童概要（令和８年３月３１日時点） 

・学年別 

（人） １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 計 

児童数 ９ ５ ４ ３ ９ ０ ３０ 

 

第２．開所日数 

 ・開所日数と 1 日の開所時間 

 平日 土曜日 長期休暇 計 

開所日数 １９１日 ４０日 ３９日 ２７０日 

平均開所時間 ３．５時間 １０．５時間 １０．５時間  

 

・月別開所日数 

（日） 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

計 ２４ ２２ ２３ ２６ １９ ２３ ２３ ２２ １９ ２３ ２１ ２５ ２７１ 

 

第３．運営方針・重点課題への取り組み 

１．安心・安全に過ごせる場所を提供する 

・児童がより安全かつ充実して過ごせる活動内容の見直しを行った。夏季にはプール活動、冬季は

職員が手作りしたそりを活用した外遊びを取り入れることで、身体を動かしながら楽しく過ごせ

る環境を整備した。保安体制も整備し、事故やケガ等なく過ごすことができた。 

２．季節感を感じられる行事を通して、社会性、集団性の習得につなげる 

・行事の企画・準備・運営・振り返りについて、上級生を中心に児童主体で取り組めるよう支援を

行った。その結果、役割分担や協力する姿勢が育まれ、児童一人ひとりの社会性・集団性の向上

につなげることができた。 

３．職員間の情報共有を行い、連携強化に努める 

・引継ぎノートを積極的に活用し、日々の連絡事項や児童の様子、トラブルや気になる変化等をこ

まめに記録・共有した。その結果、全職員が必要な情報を把握し、統一した対応につなげること

ができた。月１回の指導員会議も実施し、当月の振り返りに加え、次月の予定、法人内の情報、

学校からの情報共有の場として活用した。継続的な情報共有を行うことで児童一人ひとりの状況

を的確に把握することができた。 

 

第４．苦情、事故、ヒヤリ・ハット報告 

・苦情、事故、ヒヤリ・ハットの報告無し。 
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第５．職員研修 

 研修テーマ 人数 研修テーマ 人数 

外部 真庭地域自立支援協議会 

子育て支援部会研修 
１ 

真庭市放課後児童支援合同研修 
１ 

全国学童指導員学校 
２ 

岡山県放課後児童支援員 

（中堅者）研修 
１ 

美作地区ネットワーク研修 １  
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福祉有償運送 

 

 

運営方針・重点課題と具体的取り組み 

 １．安心、安全な運行を行う 

  ・道路交通法を遵守した安全運転を徹底するとともに、時間にゆとりを持って運行し、常に乗客に

配慮した安心・丁寧な運転に努めた。 

 ２．車両管理を徹底する 

  ・ライト、ウインカー、ブレーキランプ、車両の傷・へこみ、タイヤの空気圧等について、日々の

運行前後の点検を実施した。また、オイル交換や車検についても、実施時期を超過することがな

いよう事前調整を行い、適正な車両管理を継続することができた。 

 ３．利用者のニーズに迅速に対応する 

  ・各事業所に配置している福祉有償運送運転者による運行を行い、利用者の送迎ニーズに対して迅

速かつ適切に対応することができた。 
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 本部・事務局・部会  
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理事長室 

 

運営方針・重点課題と具体的取り組み 

 １．地域のニーズや情報をもとに、円滑な法人運営につなげる 

  ・経営委員会へフィードバックし議論を行った。 

 ２．障害のある方の夢の実現に向けて、スポーツ推進応援団の活動を充実させる 

  ・鳥取県内で開催された大会においては、関係者の方々に会場へ足を運んでいただき応援していた

だくことで選手の競技意欲向上と好成績につなげることができた。 

・「アスリートの夢を応援し地方から世界へ」を目標に取り組み、川口選手および福間選手は、日本パ

ラ陸上競技選手権大会や全国障がい者スポーツ大会において優勝を果たすなど、国内主要大会

で上位入賞を収めた。大川選手は、国際グランプリシリーズ大会に出場し、令和８年８月開催予定

の世界馬術選手権大会への出場に向けたポイントの獲得を行っている。 

 

 

 

事業所統括推進室 

 

運営方針・重点課題と具体的取り組み 

 １．グループ会議の充実に取り組む 

  ・他事業所の現状にも関心を持ってもらうよう他事業所の報告について一言ずつ意見を求めること

で、論議のきっかけや自事業所での取り組みについての情報交換の機会となった。会議では疑問

に感じたことはその都度確認し、気軽に聞き合える雰囲気作りに取り組んだ。 

 ２．ポジティブストローク（相手を肯定的に認める言動や態度）を活用する 

  ・出た意見について肯定的に受け止めることは意識したが、さらにポジティブストロークにつなげ

るまでは十分に意識できなかった。その中でも感謝や日々の労いは意識的に伝え、取り組んだこ

とに対しての成果のフィードバックにつなげた。 

 

 

 

地域連携推進室 

 

運営方針・重点課題と具体的取り組み 

・地域ニーズの把握や情報収集を行い、地域に根差した法人運営につなげる 

・地域の会合やまつり、地域食堂などの地域活動に参加し、地域とのつながり・交流を行った。活

動を通して、情報やニーズの把握を行い法人運営につなげた。 
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労働開発室 

 

運営方針・重点課題と具体的取り組み 

 １．法人における就労事業へ、新たな事業提案を行う 

  ・就労調整部と連携しながら法人の就労事業の現状の把握を行い、企業との調整により、新たな作

業を導入することができた。作業内容や作業数も各事業所の現状に見合ったものが提供でき、就

労事業の充実につなげることができた。 

 ２．作業確保を行うことで、安定した作業提供につなげる 

 ・作業状況について就労調整部と情報共有を行い、安定した作業提供を行うことができた。作業調

整についても適宜、就労調整部へ提案・助言を行い、課題解決につなげることができた。 

 

 

経理部 

 

運営方針・重点課題と具体的取り組み 

１．適切な経理・財務業務、財務分析業務の遂行による安定した経営基盤作りを行う 

  ・月次決算、四半期・半期決算、月ごとの収入推移等のデータを会計責任者、経営等と共有した。

管理会議を活用し、会計責任者業務に関する学習会を実施した。経理部門を学ぶ機会に乏しい現

状があり、今後も継続していく必要があると考える。 

２．より踏み込んだ業務システム改善による適正化、効率化を推進する   

・書式の法人統一化、経理部増員による役割分担、各事業所の事務処理についての見直し等を進め

た。居住系事業の金銭管理業務変更実施後の経過把握、微調整を事業所と連携して進めた。 

３．各事業所との連携、情報交換を通じた、法人全体の予算管理能力、事務処理能力の向上を図る 

  ・事業所提案による予算執行の管理と共有、収入見通しに応じた支出の把握と調整等を行った。 

 

 

総務部 

 

運営方針・重点課題と具体的取り組み 

１．各事業所との連携を密にし、合理的、効率的な事務業務を遂行する 

  ・給付費請求業務や各種手続き、所轄庁への申請業務等について、各事業所と連携・情報共有を図

りながら適切に実施することができた。また、各事業所に対し、労務管理等に関する助言・支援

を行った。 

２．適切な法人運営のための総務業務を行う 

  ・報酬改定等に関する必要な情報収集・分析を行い、各事業所への情報提供に努めた。また、法改

正や法人規程の改正に対応し、就業規則及び関連規程の見直し・改正を行った。 
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就労調整部 

 

運営方針・重点課題と具体的取り組み 

１．事業所間の作業調整を行い、円滑な作業遂行につなげる 

  ・毎月部員が各事業所を回り状況把握及び問題点等の改善に努めた。部会については２カ月に１回

の開催では対応の遅さ等に課題があり来年度は改善を図っていきたい。 

２．品質保持のため、確実な日報の記入を徹底する 

  ・日報のチェック体制は整備し活用することが出来た。 

 

 

実践検討部 

 

運営方針・重点課題と具体的取り組み 

１．実践の組み立てを行ううえでの基本を再確認する  

・毎月各担当からケース報告を行い、その中でより深くアセスメントを行った。課題の整理を行う

中で、利用者が何に困り、何を希望されているのか、支援者として出来る事は何かを探っていっ

た。 

２．連携している外部機関との役割分担や連携・調整についての理解を深める 

・エコマップを使用し、実際に誰がどう関わり、その役割が何か、足りない支援は何かを考えた。

利用者を取り巻くマップを利用することで視覚化でき、支援者の理解にもつながった。 

３．各事業所の困難事例の検討を行う 

・実践検討部で検討した内容を各事業所内で共有し、実践した。その中で、再度アセスメント行い、

何が足りないか等の進捗状況の確認が出来た。 


